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くり」という文言が中学校学習指導要領に示されたのは，1998 年（平成 10 年）の改訂で
ある 10)。それ以前にも，「ものを作る」などの記述は見られたが 4),11),12),13)，1998 年（平
第１章 緒論 
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成 10年）の改訂において，技術科の学習内容として「技術とものづくり」という内容が示
され，同様に中学校学習指導要領解説技術・家庭編（1999 年，平成 11 年）では，加工や
生産などの活動を総括して「ものづくり」と定義した 14)。2008 年（平成 20 年）改訂の中
学校学習指導要領においては技術分野の目標として「ものづくり」という文言が示されて
























ことを意味している。さらに，2008 年（平成 20 年）の中学校学習指導要領解説技術・家
庭編においては，「技術・家庭科改訂の趣旨」の中に，「ものづくりなどの実践的・体験的
第１章 緒論 







































































































































































































































































































































































































































は各項目の質問内容に即して「４ とても～」から，「１ 全く～」までの４件法とした。 
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指導項目（1）～（4）（平成 20 年告示学習指導要領における内容 A「材料と加工に関する
技術」に相当。以下，材料加工学習）のみを履修している生徒が 234名（59.6%），同指導
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図 2-1 質問紙 

































表 2-2 ものづくり活動に対する意識 
回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率
多い 96 52.7% 109 51.9% 205 52.3%
少ない 86 47.3% 101 48.1% 187 47.7%
好き 156 85.7% 152 72.4% 308 78.6%
嫌い 26 14.3% 58 27.6% 84 21.4%
得意 95 52.2% 69 32.9% 164 41.8%
不得意 87 47.8% 141 67.1% 228 58.2%
多い 115 63.2% 120 57.1% 235 59.9%
少ない 67 36.8% 90 42.9% 157 40.1%
** p <0.01
ものづくりの満足経験 χ 2(1)= 1.48 n.s.
ものづくりの好嫌意識 χ 2(1)=10.29 **
ものづくりの得意意識 χ 2(1)= 14.99 **
男子 女子 全体
男女間のχ 2検定
ものづくりの経験 χ 2(1)=0.03 n.s.
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表 2-3 ものづくりに対する意識と「癒し」の状況のクロス集計 
回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率





























































女子51 59.3% 84 83.2% 13535 40.7% 17 16.8% 52
100 48.8% 51.0%多い
少ない 72.2%


















表 2-4 ものづくりに対する意識と「ストレス」の状況のクロス集計 
回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率

















































































































































表 2-5 「癒し」に関する自由記述の分類 
回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率
つくる楽しみ 106 43.6% (+) 104 35.1% (-) 210 39.0%
完成の喜び 43 17.7% 45 15.2% 88 16.3%
爽快感・開放感 24 9.9% (-) 53 17.9% (+) 77 14.3%
没頭・無心 36 14.8% (+) 27 9.1% (-) 63 11.7%
達成への期待感 16 6.6% 34 11.5% 50 9.3%
製作品に対する愛着 4 1.6% 12 4.1% 16 3.0%
新しい体験への期待感 7 2.9% 8 2.7% 15 2.8%
他者とのつながり 1 0.4% (-) 10 3.4% (+) 11 2.0%
技能習得による効力感 6 2.5% 3 1.0% 9 1.7%
コメント総数 243 100.0% 296 100.0% 539 100.0%





























表 2-6 「ストレス」に関する自由記述の分類 
回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率
失敗に対する後悔 21 25.0% 22 18.5% 43 21.2%
不満感・イラだち 17 20.2% 25 21.0% 42 20.7%
作業不安・困難感 13 15.5% 27 22.7% 40 19.7%
疲労感 15 17.9% 12 10.1% 27 13.3%
危険性への恐怖 7 8.3% 8 6.7% 15 7.4%
無気力 6 7.1% 9 7.6% 15 7.4%
無関心 4 4.8% 10 8.4% 14 6.9%
理解不足による混乱 1 1.2% 6 5.0% 7 3.4%





























表 2-7 「癒し」と「ストレス」に関する自由記述のプロセス別分類 
全体
回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率 頻度
男子 3 1.3% 177 77.6% 48 21.1% 228
女子 3 1.1% 203 76.3% 60 22.6% 266
全体 6 1.2% 380 76.9% 108 21.9% 494
男子 5 7.8% 58 90.6% 1 1.6% 64
女子 0 0.0% 99 98.0% 2 2.0% 101




















































































び K 県の公立中学校３校の１～３年生 412 名を対象とした。有効回答は 361 名（男子 150


































調査は 2011 年１月～2012 年３月に，調査対象校の技術科担当教員によって技術科の授










































































名中 234名（64.8%）であった。男女別では，男子 150名中 90名（59.3%），女子 211名中
144 名（68.7%）であった。「癒し」に関する記述は男子 165 件，女子 238 件，計 403 件あ
った。次に，得られた自由記述を第２章で作成した「癒し」カテゴリ別に分類した。分類
する際の生徒の記述例を表 3-2，分類したカテゴリ別の頻度を表 3-3に示す。 



















因子 1.96，「ひきこもり」因子 1.81，「抑うつ」因子 2.11，「怒り・攻撃」因子 2.03 とな
った（表 3-4）。 
 男女別にみると，男子では，「不安」因子 1.97，「絶望」因子 1.86，「ひきこもり」因子
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1.80，「抑うつ」因子 2.05，「怒り・攻撃」因子 2.04，女子では，「不安」因子 2.10，「絶

























表 3-3 「癒し」に関する記述のカテゴリ別頻度 
回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率
つくる楽しみ 138 38.2% 61 40.7% 77 36.5%
完成の喜び 71 17.9% 33 22.0% 38 18.0%
爽快感・解放感 63 17.5% 17 11.3% 46 21.8%
没頭・無心 54 15.0% 28 18.7% 26 12.3%
達成への期待感 38 10.5% 13 8.7% 25 11.8%
製作品に対する愛着 10 2.8% 2 1.3% 8 3.8%
新しい体験への期待感 14 3.9% 6 4.0% 8 3.8%
他者とのつながり 9 2.5% 0 0.0% 9 3.8%




















表 3-4 ストレス反応尺度各因子の平均値 
平均値 S.D. 平均値 S.D. 平均値 S.D.
F1　不安 2.04 0.63 1.97 0.60 2.10 0.67
F2　絶望 1.96 0.68 1.86 0.68 2.03 0.67
F3　ひきこもり 1.81 0.65 1.80 0.66 1.83 0.64
F4　抑うつ 2.11 0.62 2.05 0.58 2.15 0.64





表 3-5 「癒し」とストレス反応との関連性 
上位群 下位群 上位群 下位群 上位群 下位群 上位群 下位群 上位群 下位群
(n=175) (n=186) (n=172) (n=189) (n=150) (n=211) (n=183) (n=178) (n=142) (n=219)
回答数 63 75 60 78 56 82 67 71 59 79
回答率 36.0% 40.3% 34.9% 41.3% 37.3% 38.9% 36.6% 39.9% 41.5% 36.1%
回答数 41 30 38 33 37 34 40 31 29 42
回答率 23.4% 16.1% 22.1% 17.5% 24.7% > 16.1% * 21.9% 22.5% 20.4% 13.2%
回答数 30 33 32 31 23 40 36 27 26 37
回答率 17.1% 17.7% 18.6% 16.4% 15.3% 19.0% 19.7% 15.2% 18.3% 16.9%
回答数 34 20 28 26 27 27 39 15 29 25
回答率 19.4% > 10.8% * 16.3% 13.8% 18.0% 12.8% 21.3% > 8.4% ** 20.4% > 11.4% *
回答数 22 16 18 20 10 28 22 16 19 19
回答率 12.6% 8.6% 10.5% 10.6% 6.7% < 13.3% * 12.0% 9.0% 13.4% 8.7%
回答数 8 2 5 5 6 4 7 3 3 7
回答率 4.6% 1.1% 2.9% 2.6% 4.0% 1.9% 3.8% 1.7% 2.1% 3.2%
回答数 6 8 7 7 7 7 9 5 6 8
回答率 3.4% 4.3% 4.1% 3.7% 4.7% 3.3% 4.9% 2.8% 4.2% 3.7%
回答数 7 2 4 6 3 6 4 5 3 6
回答率 4.0% 1.1% 2.3% 3.2% 2.0% 2.8% 2.2% 2.8% 2.1% 2.7%
回答数 4 2 3 3 4 2 4 2 2 4
回答率 2.3% 1.1% 1.7% 1.6% 2.7% 0.9% 2.2% 1.1% 1.4% 1.8%
回答率は，ストレス反応尺度各因子の上・下位群に占める当該カテゴリの回答数の割合





































表 3-6 「癒し」とストレス反応との関連性(性別による差異) 
性別
不安×没頭・無心 上位群:20(25.6%) > 下位群:8(11.1%) χ 2(1)= 5.21 *
男子 抑うつ×没頭・無心 上位群:22(30.6%) > 下位群:6(7.7%) χ 2(1)= 12.59 **
(n=150) 怒り・攻撃×つくる楽しみ 上位群:27(31.4%) < 下位群:34(53.1%) χ 2(1)= 7.18 *
怒り・攻撃×完成の喜び 上位群:13(15.1%) < 下位群:20(31.3%) χ 2(1)= 5.57 *
ひきこもり×完成の喜び 上位群:22(25.6%) > 下位群:16(12.8%) χ 2(1)= 5.64 *
女子 怒り・攻撃×没頭・無心 上位群:15(19.2%) > 下位群:11(8.6%) χ 2(1)= 5.47 *
(n=211) 不安×完成の喜び 上位群:24(26.1%) > 下位群:14(11.8%) χ 2(1)= 7.21 **
不安×製作品に対する愛着 上位群: 7(7.6%) > 下位群: 1(0.8%) χ 2修正値(1)= 4.80 *






















































































































表 4-1 調査対象校における材料加工学習の題材 
第４章 材料加工学習のものづくり活動におけるネガティブ感情と日常生活における 
ストレス反応との関連性 

























































































 調査の結果，有効回答は 459名（男子 197名，女子 262名），有効回答率は 89.5%であっ
た。そのうち，材料加工学習のものづくり活動において「ストレス」を感じ，自由記述に
回答した生徒は 459名中 132名（28.8%）であった。男女別では，男子 197名中 51名（25.9%），
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女子 262名中 81名（30.9%）であった。材料加工学習のものづくり活動における「ストレ





















「絶望」因子 1.96，「ひきこもり」因子 1.84，「抑うつ」因子 2.09，「怒り・攻撃」因子 2.05
となった。男女別に平均値を集計したところ，男子では「不安」因子 1.95，「絶望」因子
1.87，「ひきこもり」因子 1.84，「抑うつ」因子 2.04，「怒り・攻撃」因子 2.04，女子では

































表 4-3 「ものづくり活動におけるストレスカテゴリ」分類例 
表 4-4 カテゴリ別自由記述の頻度 
回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率
不満感・イラだち 59 29.1% 18 25.4% 41 31.1%
失敗に対する後悔 57 28.1% 20 28.2% 37 28.0%
作業不安・困難感 29 14.3% 10 14.1% 19 14.4%
疲労感 21 10.3% 10 14.1% 11 8.3%
危険性への恐怖 6 3.0% 2 2.8% 4 3.0%
無気力 15 7.4% 4 5.6% 11 8.3%
無関心 9 4.4% 4 5.6% 5 3.8%


























表 4-5 ストレス記述の有無による日常ストレスの平均値 
平均値 S.D. 平均値 S.D.
男子 1.96 0.63 1.95 0.58 t (195)= 0.13
F1　不安 女子 2.19 0.69 2.06 0.64 t (260)= 1.51
全体 2.10 0.67 2.01 0.61 t (457)= 1.42
男子 1.93 0.78 1.85 0.68 t (195)= 0.73
F2　絶望 女子 2.21 0.71 1.94 0.64 t (260)= 2.98 **
全体 2.10 0.75 1.90 0.66 t (457)= 2.84 **
男子 1.89 0.72 1.82 0.68 t (195)= 0.62
F3　ひきこもり 女子 1.89 0.65 1.81 0.64 t (260)= 0.95
全体 1.89 0.68 1.81 0.66 t (457)= 1.10
男子 2.02 0.61 2.04 0.61 t (195)= 0.16
F4　抑うつ 女子 2.30 0.66 2.06 0.62 t (260)= 2.81 **
全体 2.19 0.65 2.05 0.61 t (457)= 2.19 *
男子 2.08 0.78 2.03 0.77 t (195)= 0.42
F5　怒り・攻撃 女子 2.24 0.82 1.98 0.73 t (260)= 2.58 *
全体 2.18 0.80 2.00 0.75 t (457)= 2.25 *
























表 4-6 女子の日常ストレスと実習ストレスの関連性 
上位群 下位群 上位群 下位群 上位群 下位群 上位群 下位群 上位群 下位群
(n=119) (n=143) (n=109) (n=153) (n=112) (n=150) (n=118) (n=144) (n=101) (n=161)
回答数 20 21 20 21 22 19 23 18 18 23
回答率 16.8% 14.7% 18.3% 13.7% 19.6% 12.7% 19.5% 12.5% 17.8% 14.3%
回答数 21 16 19 18 19 18 21 16 20 17
回答率 17.6% 11.2% 17.4% 11.8% 17.0% 12.0% 17.8% 11.1% 19.8% 10.6% *
回答数 12 7 12 7 12 7 13 6 9 10
回答率 10.1% 4.9% 11.0% 4.6% * 10.7% 4.7% 11.0% 4.2% * 8.9% 6.2%
回答数 3 8 5 6 5 6 6 5 4 7
回答率 2.5% 5.6% 4.6% 3.9% 4.5% 4.0% 5.1% 3.5% 4.0% 4.3%
回答数 3 1 4 0 3 1 4 0 3 1
回答率 2.5% 0.7% 3.7% 0.0% 2.7% 0.7% 3.4% 0.0% 3.0% 0.6%
回答数 6 5 6 5 6 5 7 4 4 7
回答率 5.0% 3.5% 5.5% 3.3% 5.4% 3.3% 5.9% 2.8% 4.0% 4.3%
回答数 2 3 4 1 4 1 2 3 3 2
回答率 1.7% 2.1% 3.7% 0.7% 3.6% 0.7% 1.7% 2.1% 3.0% 1.2%
回答数 3 1 4 0 4 0 3 1 4 0











F4 抑うつ F5 怒り・攻撃F1 不安 F2 絶望 F3 ひきこもり
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及び「技術科教育における学習意欲尺度」の質問項目を表 5-2と表 5-3に示す。 
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表 5-4 「癒し」尺度各項目の平均値と性別による差異 
平均値 S.D. 平均値 S.D. 平均値 S.D.
つくる楽しみ 3.36 0.76 3.42 0.78 3.30 0.74 t (296)= 1.36
完成の喜び 3.41 0.79 3.35 0.85 3.47 0.72 t (296)= 1.30
爽快感・解放感 2.91 0.88 3.05 0.88 2.78 0.86 t (296)= 2.61 **
没頭・無心 2.97 0.93 3.04 0.92 2.90 0.94 t (296)= 1.30
達成への期待感 3.47 0.73 3.50 0.78 3.44 0.67 t (296)= 0.70
製作品に対する愛着 2.68 0.93 2.72 0.92 2.65 0.94 t (296)= 0.65
新しい体験への期待感 3.16 0.85 3.21 0.88 3.11 0.81 t (296)= 1.05
他者とのつながり 2.67 0.89 2.61 0.95 2.73 0.84 t (296)= 1.21





表 5-5 「ストレス」尺度各項目の平均値と性別による差異 
平均値 S.D. 平均値 S.D. 平均値 S.D.
失敗に対する後悔 3.03 0.96 2.98 1.03 3.07 0.90 t (296)= 0.83
不満感・イラだち 2.67 0.97 2.61 1.03 2.73 0.91 t (296)= 1.05
作業不安・困難感 2.98 0.94 2.77 1.01 3.18 0.83 t (296)= 3.86 **
疲労感 2.97 0.93 2.96 0.99 2.99 0.87 t (296)= 0.26
危険性への恐怖 2.41 0.98 2.35 1.02 2.46 0.93 t (296)= 0.93
無気力 2.07 0.92 2.06 0.97 2.08 0.89 t (296)= 0.15
無関心 2.14 0.81 2.25 0.94 2.05 0.66 t (296)= 2.16 *
理解不足による混乱 2.58 0.82 2.58 0.86 2.58 0.78 t (296)= 0.04
















表 5-7 「ストレス」尺度における因子分析の結果 
no. 項目内容 　　F1 　　F2
3 ものづくりは難しいので，うまく作業ができるか不安になった。 0.721 -0.096
1 ものをつくっていて失敗した時は，後悔した。 0.546 -0.133
8 ものをつくる時，作業の内容が難しくてわからなくなった。 0.502 0.168
2 ものづくりでは，上手につくれなくて，イライラした。 0.416 0.363
5 ものづくりで工具や機械を使った作業は怖いと感じた。 0.389 0.075
6 自分でものをつくることは，面倒くさかった。 0.043 0.689
5 ものづくりをしていると，疲れた。 0.331 0.433
7 自分でものをつくることに，意味を感じなかった。 -0.143 0.404
回転後の因子間相関　r =0.189
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表 5-8 「癒し」「ストレス」尺度各因子の平均値と性別による差異 
平均値 S.D. 平均値 S.D. 平均値 S.D.
癒し因子 3.06 0.55 3.10 0.57 3.01 0.54 t (296)= 1.40
プロセス由来ストレス因子 2.73 0.60 2.66 0.64 2.80 0.56 t (296)= 2.08 *
アパシー由来ストレス因子 2.40 0.63 2.42 0.70 2.37 0.57 t (296)= 0.72




第 5 章 材料加工学習のものづくり活動における生徒の感情状況の構造と学習意欲との 
関連性 




表 5-9 「学習意欲尺度」各因子の平均値と性別による差異 
平均値 S.D. 平均値 S.D. 平均値 S.D.
成就感・達成感への期待 2.89 0.62 2.92 0.69 2.87 0.56 t (296)= 0.64
知的好奇心 2.82 0.66 2.90 0.69 2.74 0.62 t (296)= 2.08 *
操作・活動への期待 3.01 0.66 3.08 0.66 2.94 0.65 t (296)= 1.86
学習の意義理解 2.76 0.66 2.89 0.68 2.63 0.62 t (296)= 3.49 **
** p <0.01　* p <0.05
全体(N=298) 男子(n=145) 女子(n=153)
因子 男女間のt検定
表 5-10 「癒し」因子と技術科の「学習意欲尺度」各因子との関連性 
平均値 S.D. 平均値 S.D.
全体 3.27 0.45 2.51 0.54 t (296)= 13.28 **
男子 3.28 0.47 2.39 0.61 t (143)= 10.04 **
女子 3.25 0.42 2.59 0.47 t (151)= 8.92 **
全体 3.22 0.51 2.41 0.53 t (296)= 13.40 **
男子 3.23 0.53 2.42 0.62 t (143)= 8.40 **
女子 3.20 0.49 2.40 0.47 t (151)= 10.33 **
全体 3.44 0.47 2.55 0.51 t (296)= 15.54 **
男子 3.42 0.43 2.57 0.60 t (143)= 9.89 **
女子 3.45 0.51 2.54 0.44 t (151)= 11.79 **
全体 3.14 0.54 2.35 0.52 t (296)= 12.95 **
男子 3.22 0.49 2.41 0.63 t (143)= 8.65 **









表 5-11 「プロセス由来ストレス」因子と「学習意欲尺度」各因子との関連性 
平均値 S.D. 平均値 S.D.
全体 2.97 0.57 2.80 0.67 t (296)= 2.40 *
男子 3.06 0.58 2.77 0.76 t (143)= 2.58 *
女子 2.90 0.55 2.83 0.57 t (151)= 0.72
全体 2.88 0.64 2.75 0.67 t (296)= 1.78
男子 3.01 0.63 2.79 0.74 t (143)= 1.97
女子 2.77 0.64 2.70 0.60 t (151)= 0.67
全体 3.07 0.60 2.93 0.72 t (296)= 1.85
男子 3.18 0.58 2.97 0.72 t (143)= 1.96
女子 2.97 0.60 2.89 0.72 t (151)= 0.82
全体 2.81 0.64 2.69 0.68 t (296)= 1.45
男子 2.96 0.61 2.82 0.74 t (143)= 1.23
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表 5-12 「アパシー由来ストレス」因子と「学習意欲尺度」各因子との関連性 
 
平均値 S.D. 平均値 S.D.
全体 2.81 0.63 2.96 0.62 t (296)= 1.99 *
男子 2.84 0.69 2.99 0.68 t (143)= 1.26
女子 2.78 0.55 2.93 0.56 t (151)= 1.65
全体 2.74 0.67 2.88 0.65 t (296)= 1.82
男子 2.87 0.71 2.93 0.67 t (143)= 0.57
女子 2.61 0.59 2.84 0.63 t (151)= 2.29 *
全体 2.91 0.63 3.08 0.68 t (296)= 2.30 *
男子 3.05 0.63 3.10 0.69 t (143)= 0.42
女子 2.75 0.58 3.07 0.67 t (151)= 3.04 **
全体 2.69 0.62 2.81 0.69 t (296)= 1.58
男子 2.85 0.66 2.93 0.70 t (143)= 0.74
女子 2.52 0.54 2.71 0.66 t (151)= 1.88
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材と授業の様子を図 6-1から 6-20に示す。なお，実践は 2012年４月～2013年３月に行い，
調査は 2013年１月～５月に実施した 
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図 6-1 先行導入題材 ２段ラック 
 (A・B中学校共通) 
図 6-4 自由製作作品例 (A中学校) 
図 6-6 自由製作作品例 (B中学校) 







図 6-3 自由製作作品例 (A中学校) 
図 6-5 自由製作作品例 (B中学校) 
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図 6-7 ２段ラック製作の様子 
木材の切断 
図 6-12 ２段ラック製作の様子 
図 6-8 ２段ラック製作の様子 
ベルトグラインダによる部品加工 
図 6-9 ２段ラック製作の様子 
下穴あけ 
図 6-10 ２段ラック製作の様子 
蝶番の取り付け 
図 6-11 ２段ラック製作の様子 
ペット樹脂板の加工 
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図 6-13 自由製作の様子-けがき 
図 6-14 自由製作の様子 
のこぎりびき 
図 6-15 自由製作の様子 
かんながけ 
図 6-16 自由製作の様子 部品の検査と修正 
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図 6-17 自由製作の様子 組立て 図 6-18 自由製作の様子 組立て 
図 6-19 自由製作の様子 塗装 図 6-20 自由製作の様子 焼き加工 
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表 6-3 材料加工学習のものづくり活動に対する意識 
 
回答者数 比率 回答者数 比率 回答者数 比率
上位群 151 32.5% 82 37.1% 69 28.4%
下位群 313 67.5% 139 62.9% 174 71.6%
上位群 364 78.4% 180 81.4% 184 75.7%
下位群 100 21.6% 41 18.6% 59 24.3%
*　p <0.05
得意意識 χ 2(1)= 4.00 *
全体(n=464) 男子(n=221) 女子(n=243)
男女間のχ 2検定
好嫌意識 χ 2(1)= 2.25 n.s.
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表 6-4 材料加工学習のものづくり活動における学習経験 
 全体 男子 女子 得意群 不得意群
N=464 n=221 n=243 n=151 n=313
平均値 3.04 2.97 3.10 2.91 3.10
S.D. 0.79 0.87 0.71 0.85 0.76
平均値 3.15 2.98 3.30 2.93 3.25
S.D. 0.90 0.98 0.79 0.98 0.83
平均値 3.00 2.86 3.12 3.27 2.86
S.D. 0.84 0.92 0.73 0.80 0.82
平均値 3.31 3.17 3.45 3.36 3.29
S.D. 0.73 0.76 0.67 0.73 0.73
平均値 2.98 2.88 3.07 2.66 3.13
S.D. 0.86 0.92 0.78 0.89 0.80
平均値 2.70 2.69 2.71 3.06 2.53
S.D. 0.72 0.77 0.67 0.66 0.69
平均値 2.79 2.82 2.76 3.16 2.61
S.D. 0.78 0.81 0.76 0.78 0.71
平均値 2.72 2.70 2.73 3.15 2.51
S.D. 0.87 0.88 0.85 0.78 0.83
平均値 3.18 3.15 3.20 3.54 3.01
S.D. 0.83 0.90 0.77 0.67 0.85
平均値 3.42 3.38 3.47 3.62 3.33




努力経験 t (462)= 1.51 n.s. t (462)= 4.54
**
有用感経験 t (462)= 0.62 n.s. t (462)= 6.71 **
満足感経験 t (462)= 0.34 n.s. t (462)= 7.92
**
工夫経験 t (462)= 0.85 n.s. t (462)= 7.56 **
成功体験 t (462)= 0.29 n.s. t (462)= 7.88
n.s.
失敗経験 t (462)= 2.32 * t (462)= 5.71 **
共同作業経験 t (462)= 4.22 ** t (462)= 1.02
**
作業援助経験 t (462)= 3.38 ** t (462)= 5.06 **
作業被援助経験 t (462)= 3.99 ** t (462)= 3.63
困難感経験 t (462)= 1.77 n.s. t (462)= 2.45 *
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図 6-21 材料加工学習のものづくり活動における「癒し」「ストレス」と学習経験との関連性（全体） 
表 6-5 材料加工学習のものづくり活動における学習経験 
 全体 男子 女子 得意群 不得意群
N=464 n=221 n=243 n=151 n=313
平均値 3.04 3.05 3.03 3.35 2.89
S.D. 0.54 0.56 0.51 0.46 0.50
平均値 2.76 2.67 2.84 2.57 2.85
S.D. 0.58 0.59 0.56 0.61 0.55
平均値 2.37 2.43 2.31 2.17 2.46






アパシー由来ストレス t (462)= 2.16 * t (462)= 4.83 **
プロセス由来ストレス t (462)= 3.02 ** t (462)= 4.84
表 6-6 材料加工学習のものづくり活動における学習経験と「癒し」「ストレス」との関連性 
 
n=313
重相関係数 0.67 0.74 0.63 0.65 0.62
F値 37.81 ** 25.24 ** 15.59 ** 10.28 ** 18.44 **
重相関係数 0.44 0.44 0.48 0.46 0.42
F値 11.05 ** 4.97 ** 7.09 ** 3.73 ** 6.39 **
重相関係数 0.38 0.39 0.42 0.38 0.33






N=464 n=221 n=243 n=151
全体 男子 女子
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≤ -0.1 ≥ 0.1 ≥ 0.2 **p<0.01
作業被援助経験
作業援助経験
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≤ -0.1 ≥ 0.1 ≥ 0.2 **p<0.01
作業被援助経験
作業援助経験
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表 7-1 日常ストレス反応と材料加工学習のものづくり活動における生徒の感情状況との関連性 
第７章 結論及び今後の課題 














































表 7-2 材料加工学習のものづくり活動における生徒の感情状況と学習意欲の関連性 
第７章 結論及び今後の課題 
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